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本
連
合
会
は
十
月
八
日
、
札
幌

市
の
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
今

年
度
一
回
目
の
協
会
長
・
事
務
局

長
会
議
を
開
催
し
た
。
翌
日
か
ら

二
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
る
第
五
十
六
回
全
国

私
学
教
育
研
究
集
会
北

海
道
大
会
に
合
わ
せ
て

同
じ
札
幌
市
内
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

会
議
の
冒
頭
、
挨
拶

に
立
っ
た
吉
田
晋
会
長

は
、
与
野
党
の
政
権
交

代
の
可
能
性
も
あ
る
な

ど
大
変
な
政
局
と
な
っ

て
い
る
最
新
情
勢
を
報

告
し
た
う
え
で
、
事
態

の
変
化
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
日

私
中
高
連
か
ら
各
都
道
府
県
私
学

協
会
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
提
供
体
制
の
整
備
を
年
度

内
に
行
い
、
私
学
の
結
束
を
通
じ

て
存
在
意
義
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
度
私
学
関
係
政

府
予
算
に
関
し
て
は
、
十
月
三
日

に
開
い
た
私
学
助
成
委
員
会
で
検

討
作
成
し
た
要
望
書
案
と
、
十
二

月
四
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
日

比
谷
公
会
堂
で
開
催
予
定
の
「
私

学
振
興
全
国
大
会
」
の
実
施
概
要

案
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
、
了

承
さ
れ
た
。
近
藤
彰
郎
・
私
学
振

興
部
会
長
は
政
権
交
代
に
よ
り
私

学
助
成
が
厳
し
い
状
況
に
陥
る
可

能
性
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
私
学
助
成
の
重
要
性
を
広
く

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
力
し
て

い
く
考
え
を
強
調
し
た
。

来
年
度
の
私
学
関
係
政
府
予
算

に
関
し
て
は
、
私
立
高
等
学
校
等

経
常
費
助
成
費
等
補
助
金
の
充
実

と
と
も
に
、
私
立
高
等
学
校
等
施

設
の
耐
震
化
へ
の
支
援
の
拡
充
を

特
に
強
調
し
、
公
立
学
校
と
同
等

の
措
置
の
実
現
を
要
請
し
て
い

く
。
こ
の
ほ
か
施
設
設
備
関
係
の

補
助
金
の
充
実
や
財
団
法
人
日
本

私
学
教
育
研
究
所
補
助
金
の
拡
充

・
強
化
、
都
道
府
県
の
奨
学
金
等

事
業
に
対
す
る
国
の
支
援
を
求
め

て
い
く
。

ま
た
本
連
合
会
は
十
一
月
十
一

日
に
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会
を
予
定
し
て
い
る
が
、
準
備

に
つ
い
て
は
粛
々
と
進
め
て
い
く

方
針
。
当
日
は
文
部
科
学
大
臣
に

よ
る
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
平
成
二
十
年
度
の
補

正
予
算
案
の
概
要
が
事
務
局
か
ら

説
明
さ
れ
た
。
私
学
関
係
の
平
成

二
十
年
度
補
正
予
算
案
は
総
額
で

二
十
億
円
で
、
私
立
高
校
以
下
の

耐
震
改
修
事
業
の
補
助
率
を
三
分

の
一
以
内
か
ら
二
分
の
一
以
内
に

引
き
上
げ
を
図
る
。
た
だ
し
Ｉ
ｓ

値
が
〇
・
三
未
満
と
厳
し
い
条
件
。

こ
の
ほ
か
教
員
免
許
更
新
制
の

動
向
が
報
告
さ
れ
た
。
更
新
講
習

の
免
除
者
と
し
て
は
、
理
事
長
、

校
長
、
副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指

導
教
諭
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
主
幹
教

諭
と
は
「
先
生
方
に
指
示
す
る
立

場
の
先
生
」
で
、
指
導
教
諭
は「
先

生
方
に
指
導
・
助
言
で
き
る
立
場

の
先
生
」
と
の
説
明
が
十
月
二
日

の
関
東
地
区
研
修
会
で
あ
っ
た
こ

と
、
同
省
か
ら
そ
れ
ら
に
関
連
す

る
通
知
が
今
後
出
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
か
ら
は
、
今
年
度
の
教
員
免
許

状
更
新
講
習
の
試
行
と
予
備
講
習

参
加
者
が
合
わ
せ
て
一
千
人
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
二
十
一
年
度
は

二
倍
の
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
、

私
学
の
教
員
は
私
学
の
研
修
会
を

で
き
る
限
り
受
け
ら
れ
る
体
制
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
、
更
新
講
習

開
設
者
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の

補
助
金
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
分

受
講
料
の
引
き
下
げ
も
可
能
に
な

る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

学
校
関
係
者
評
価
に
関
し
て

は
、
私
学
で
は
、
公
立
学
校
と
方

法
は
異
な
る
も
の
の
、
間
違
い
な

く
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
各
学
校

で
建
学
の
精
神
が
異
な
る
た
め
、

日
私
中
高
連
と
し
て
は
評
価
項
目

の
定
型
化
は
し
な
い
が
、
各
学
校

は
建
学
の
精
神
に
そ
っ
て
学
校
関

係
者
評
価
に
対
応
し
て
ほ
し
い
、

と
近
藤
・
私
学
振
興
部
会
長
が
協

会
長
ら
に
要
請
し
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
中
高
連
実
態
調
査
中
間
報
告
…
…
…
…
…
３
面

２１
年
度
私
学
関
係
概
算
要
求
概
要
…
４
・
５
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
６
・
７
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

私私
学学
のの
存存
在在
意意
義義
をを
社社
会会
にに
アア
ピピ
ーー
ルル

札幌で協会長
事務局長会議

私
学
助
成
の
最
新
情
勢
な
ど

報
告

１２
月
４
日
に
私
学
振
興
全
国
大
会

会議の冒頭、あいさつする吉田会長
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白
間
文
科
省
私
学
助

成
課
長

が
概
算
要
求
説
明

本
連
合
会
の
平
成
二
十
・
二
十

一
年
度
第
三
回
常
任
理
事
会
が
九

月
十
七
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私

学
会
館
で
開
か
れ
、
当
面
す
る
予

算
対
策
な
ど
が
審
議
さ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
私
学
関
係

政
府
予
算
案
に
関
し
て
は
、
八
月

末
に
文
部
科
学
省
か
ら
概
算
要
求

が
財
務
省
に
提
出
さ
れ
、「
私
立

高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補

助
金
」
に
つ
い
て
は
、
歳
出
削
減

基
調
の
概
算
要
求
基
準
の
中
で
前

年
度
比
二
・
九
％
増
の
一
千
六
十

八
億
五
千
万
円
が
要
求
が
さ
れ
た

こ
と
、
耐
震
の
た
め
の
施
設
補
助

に
関
し
て
は
前
年
度
の
二
倍
強
の

予
算
が
要
求
さ
れ
た
が
、
私
学
側

が
要
望
し
て
い
た
改
築
事
業
の
補

助
対
象
化
に
つ
い
て
は
見
送
ら
れ

た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
福
田
総
理
が
突
然
辞
意
を

表
明
、
新
内
閣
が
発
足
す
る
こ
と

に
な
り
、
総
選
挙
も
近
い
と
い
わ

れ
る
な
ど
政
治
情
勢
が
不
透
明
と

な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
政
治
情
勢

の
動
向
を
見
極
め
つ

つ
、
年
末
の
予
算
折

衝
に
向
け
て
の
予
算

対
策
運
動
方
針
を
私

学
振
興
部
会
を
中
心

に
検
討
し
、
十
月
八

日
、
札
幌
市
で
開
催

予
定
す
る
各
都
道
府

県
の
協
会
長
・
事
務

局
長
会
議
に
報
告
す

る
こ
と
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。
ま
た
今
年
、
本
連
合
会

が
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
十
一

月
十
一
日
に
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私

学
会
館
で
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
、
国
会
議
員
も
招
待
す

る
予
定
に
し
て
い
る
が
、
時
期
的

に
は
総
選
挙
を
含
め
政
治
状
況
の

変
化
な
ど
も
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
開
催
準
備
に
つ
い
て
は
粛
々

と
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
本
連
合
会
で
は
創
立
六
十
周

年
に
合
わ
せ
て
記
念
誌
を
発
行
す

る
ほ
か
、
記
念
事
業
と
し
て
日
私

中
高
連
と
各
都
道
府
県
の
私
学
協

会
を
繋
ぐ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

制
の
整
備
を
進
め
、
各
都
道
府
県

協
会
が
い
つ
で
も
必
要
な
情
報
を

引
き
出
せ
る
体
制
の
整
備
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
常
任
理
事
会
に
は
文

部
科
学
省
が
来
年
度
の
概
算
要
求

を
提
出
し
て
間
も
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
文
部
科
学
省
の
白
間
竜

一
郎
・
高
等
教
育
局
私
学
助
成
課

長
が
出
席
し
て
平
成
二
十
一
年
度

私
学
関
係
概
算
要
求
の
概
要
を
説

明
し
た
。
そ
の
中
で
白
間
課
長

は
、
政
府
の
「
総
合
経
済
対
策
」

と
し
て
二
十
年
度
補
正
予
算
が
決

ま
れ
ば
、
来
年
度
概
算
要
求
の
中

か
ら
耐
震
事
業
な
ど
を
補
正
予
算

の
方
に
前
倒
し
し
て
い
き
た
い
、

と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

常
任
理
事
か
ら
は
国
公
立
学
校

の
生
徒
も
私
立
学
校
の
生
徒
も
同

じ
国
民
だ
と
し
て
、
国
公
私
立
で

耐
震
補
助
に
格
差
が
生
じ
な
い
よ

う
声
を
大
に
し
て
訴
え
て
ほ
し

い
、
と
の
要
望
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
こ
の
日
は
日
本
私
立
小
学

校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連

合
会
の
新
延
克
己
新
会
長
も
出
席

し
、
日
私
学
保
連
の
運
営
の
透
明

性
を
さ
ら
に
高
め
な
が
ら
、
中
高

連
等
と
連
携
を
強
め
、
私
学
振
興

運
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
教
員
免
許
更
新
制
に

関
す
る
最
新
情
勢
報
告
・
質
疑
応

答
等
が
行
わ
れ
、
更
新
講
習
が
免

除
さ
れ
る
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭

に
関
し
て
は
、
職
名
が
問
題
で
は

な
く
、
職
務
内
容
が
そ
れ
ら
に
該

当
す
る
か
が
重
要
で
、
今
後
、
文

部
科
学
省
か
ら
職
務
内
容
に
関
す

る
見
解
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
と

の
見
通
し
が
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
更
新
講
習
に
関
し
て
は
、

開
設
者
と
な
っ
て
い
る
財
団
法
人

日
本
私
学
教
育
研
究
所
が
こ
れ
ま

で
の
分
を
含
め
今
年
度
中
に
予
備

講
習
を
十
六
回
開
催
す
る
予
定

で
、
全
て
終
了
す
れ
ば
合
わ
せ
て

一
千
人
以
上
が
受
講
し
た
こ
と
に

な
る
こ
と
、
来
年
度
、
本
番
と
な

る
教
員
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い

て
は
二
千
人
を
超
え
る
規
模
の
講

習
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
三
十

時
間
の
講
習
の
う
ち
、
必
修
の
十

二
時
間
に
つ
い
て
は
同
研
究
所
の

研
究
員
等
が
講
師
を
務
め
、
選
択

必
修
の
十
八
時
間
の
講
習
に
関
し

て
は
、
地
方
の
人
材
に
講
師
を
務

め
て
も
ら
え
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
方
針
が
説
明
さ
れ
た
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習
に
は
座

学
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
討

議
な
ど
も
織
り
交
ぜ
る
こ
と
や
、

討
議
の
際
の
指
導
助
言
者
は
各
地

域
の
私
学
関
係
者
に
お
願
い
し
た

い
と
の
方
針
が
説
明
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

第 ３ 回
常任理事会

当
面
の
予
算
対
策
な
ど
審
議

政
治
情
勢
を
見
極
め
対
応

９月１７日の第３回常任理事会

白間私学助成課長

新延日私学保連会長
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本
連
合
会
は
九
月
十
七
日
、「
私

立
中
学
高
等
学
校
実
態
調
査
」
の

中
間
報
告
」
を
ま
と
め
た
。
中
学

校
、
高
校
の
生
徒
数
や
教
員
数
、

財
務
状
況
等
と
と
も
に
、
今
年
度

の
調
査
で
は
新
た
に
中
学
・
高
校

の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
状
況

を
調
査
対
象
に
加
え
た
。

年
度
末
ま
で
に「
調
査
報
告
書
」

と
し
て
刊
行
す
る
予
定
だ
が
、
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
て

は
、
中
間
報
告
の
段
階
で
は
、
私

立
中
学
の
七
四
・
九
で
、
高
校
で

は
七
五
・
二
％
の
学
校
で
、「
ゴ

ミ
の
分
別
・
削
減
」
が
行
わ
れ
、

ま
た
中
学
校
の
七
・
六
％
、
高
校

の
五
・
九
％
で
「
太
陽
光
発
電
・

発
熱
」
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
環

境
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
へ
の

要
望
で
は
、「
費
用
負
担
補
助
」

を
希
望
す
る
学
校
が
約
半
数
で
最

も
多
か
っ
た
が
、「
実
践
例
等
情

報
提
供
」
を
望
む
学
校
も
約
三
割

に
上
る
な
ど
環
境
問
題
へ
の
関
心

を
う
か
が
わ
せ
る
結
果
だ
っ
た
。

環
境
問
題
、
と
り
わ
け
地
球
温

暖
化
防
止
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
削
減
は
、
私
立
学
校
に
と
っ
て

も
重
要
な
課
題
で
、
文
部
科
学
省

も
政
府
全
体
で
推
し
進
め
る
低
炭

素
社
会
実
現
に
む
け
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス

推
進
事
業
」（
施
設
補
助
）
を
実

施
、
ま
た
私
立
高
等
学
校
等
経
常

費
助
成
費
等
補
助
金
を
活
用
し
て

環
境
教
育
の
推
進
を
図
る
予
定
に

し
て
い
る
。
私
立
学
校
に
関
し
て

も
、
全
私
学
連
合
が
二
酸
化
炭
素

削
減
の
自
主
計
画
を
定
め
、
平
成

二
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
環

境
問
題
へ
の
関
心
・
対
応
は
広
が

る
見
通
し
。
こ
の
環
境
問
題
は
社

会
的
関
心
事
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
今
回
の
調
査
で
は
、
環
境
問

題
に
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
回

答
し
た
学
校
は
、
高
校
で
八
三
・

五
％
、
中
学
校
で
は
八
四
・
六
％

に
も
上
り
、
ま
た
高
校
の
〇
・
八

％
、
中
学
校
の
〇
・
六
％
が
「
取

り
組
む
予
定
」
と
回
答
、
高
校
の

一
三
・
四
％
、
中
学
校
の
一
三
・

二
％
が「
検
討
中
」と
回
答
し
て
い

た
。「
取
り
組
む
予
定
な
し
」の
学

校
は
高
校
で
二
・
三
％
、
中
学
校

で
一
・
七
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

環
境
問
題
の
「
取
り
組
ん
で
い

る
内
容
」（
複
数
回
答
）
で
は
、「
冷

暖
房
温
度
の
設
定
」
が
高
校
で
六

一
・
五
％
、
中
学
校
で
六
一
・
三

％
、「
節
水
の
推
進
」
が
高
校
で

五
一
・
一
％
、
中
学
校
で
五
〇
・

七
％
、「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」
が

高
校
で
一
六
・
三
％
、
中
学
校
で

一
七
・
九
％
、「
車
両
等
の
工
夫

（
学
校
車
使
用
制
限
・
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
化
等
）
は
高
校
で
五
・
五

％
、
中
学
校
で
五
・
九
％
。「
取

り
組
む
に
あ
た
り
最
も
望
む
こ

と
」
で
は
、
前
述
の
「
費
用
負
担

補
助
」
を
挙
げ
た
学
校
が
五
割
弱

で
最
も
多
く
、
次
い
で
多
か
っ
た

の
が
「
実
践
例
等
情
報
提
供
」で
、

中
学
で
も
高
校
で
も
約
三
分
の
一

の
学
校
が
望
ん
で
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
行
政
等
や
私
学
団
体
の

サ
ポ
ー
ト
、
フ
ォ
ロ
ー
へ
の
希
望

は
一
〇
％
に
満
た
な
い
状
況
だ
っ

た
。
環
境
問
題
へ
の
対
応
以
外
で

は
、
高
校
（
全
日
制
）
の
入
学
定

員
充
足
率
は
全
国
平
均
で
八
八
・

五
％
、
中
学
校
で
は
八
九
・
〇
％

だ
っ
た
。
中
学
校
に
関
し
て
は
、

入
学
定
員
充
足
率
が
一
〇
〇
％
を

超
え
て
い
た
県
が
七
県
に
上
っ

た
。
一
学
級
当
た
り
の
生
徒
数

は
、
高
校
（
全
日
制
）
の
全
国
平

均
が
三
三
・
二
人
、
中
学
校
の
全

国
平
均
が
三
五
・
三
人
だ
っ
た
。

学
期
制
を
み
る
と
三
学
期
以
外
の

実
施
率
は
高
校
（
全
日
制
）
で
三

〇
・
六
％
、
中
学
校
で
は
三
一
・

六
％
だ
っ
た
。

【環境問題に対する取り組みについて】
〈高等学校〉（全日制・定時制）

調査対象校１３２１校、回答１３１６校、（中等教育学校１１校含む）
〈中 学 校〉調査対象校７１６校、回答７１４校、（中等教育学校１３校含む）
※割合の分母は回答校数。

問１．環境問題に対する取り組み 以下：単位（校、％）

割合
８４．６％
０．６％
１３．２％
１．７％

問２．取り組んでいる内容について（複数回答）

割合
７４．９％
６１．３％
５９．９％
５６．０％
５０．７％
３１．１％
２０．４％
１７．９％
１３．４％
７．６％
５．９％
５．５％

問３．取り組むにあたり最も望むこと

割合
４７．５％
３３．９％
７．６％
７．７％
２．８％
０．６％

中学校
６０４
４
９４
１２

中学校
５３５
４３８
４２８
４００
３６２
２２２
１４６
１２８
９６
５４
４２
３９

中学校
３３９
２４２
５４
５５
２０
４

割合
８３．５％
０．８％
１３．４％
２．３％

割合
７５．２％
６１．５％
５７．８％
５２．７％
５１．１％
２８．４％
２０．０％
１６．３％
１１．５％
５．９％
５．５％
４．８％

割合
４６．４％
３４．２％
８．１％
７．９％
２．６％
０．７％

高等学校
１，０９９
１１
１７６
３０

高等学校
９８９
８０９
７６１
６９４
６７３
３７４
２６３
２１４
１５１
７７
７３
６３

高等学校
６１０
４５０
１０７
１０４
３４
９

取り組み状況
取り組んでいる
取り組む予定
検討中
取り組む予定なし

内 容
ごみの分別・削減
冷暖房温度の設定
生徒への啓発
リサイクルの推進
節水の推進
緑化の推進
省エネ型ＯＡ機器導入・省電力化
ペーパーレス化
エコ製品の導入
太陽光発電・発熱
車両等の工夫（学校車使用制限・ハイブリッド化等）
その他

内 容
費用負担補助
実践例等情報提供
行政等のサポート、フォロー
特になし
私学団体のサポート、フォロー
その他

実態調査
中間報告

環
境
問
題
に
積
極
的
に
対
応

入
学
定
員
の
充
足
率
は
８９
％

第１１９２号（第三種郵便物認可）私 学 時 報平成２０年１０月２０日（３）



文
部
科
学
省
は
八
月
末
日
、
平

成
二
十
一
年
度
概
算
要
求
を
財
務

省
に
提
出
し
た
。
私
学
助
成
関
係

の
要
求
総
額
は
、
前
年
度
比
四
・

四
％
増
の
四
千
六
百
九
十
九
億
五

千
六
百
万
円
。
こ
の
う
ち
高
校
等

に
関
し
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領

や
教
育
振
興
基
本
計
画
を
踏
ま
え

た
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
学
校
に

助
成
す
る
都
道
府
県
へ
の
支
援
を

充
実
す
る
。

内
訳
を
み
る
と
、
国
の
私
学
助

成
の
中
核
で
あ
る
経
常
費
補
助
に

つ
い
て
は
、「
私
立
大
学
等
経
常
費

補
助
」
が
前
年
度
比
二
・
二
％
、

七
十
億
円
増
の
三
千
三
百
十
八
億

六
千
八
百
万
円
の
要
求
で
、「
私

立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等

補
助
」
は
、
同
二
・
九
％
、
三
十

億
円
増
の
一
千
六
十
八
億
五
千
万

円
の
要
求
。
私
立
高
等
学
校
等
経

常
費
助
成
費
等
補
助
で
は
、
一
般

補
助
が
前
年
度
比
十
四
億
一
千
六

百
万
円
増
の
九
百
三
十
億
一
千
二

百
万
円
の
要
求
で
、
生
徒
等
一
人

当
た
り
の
補
助
単
価
は
同
一
・
九

％
の
増
額
。
特
別
補
助
で
は
、
新

学
習
指
導
要
領
や
教
育
振
興
基
本

計
画
を
踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育

を
行
う
学
校
に
助
成
す
る
都
道
府

県
に
補
助
の
充
実
を
図
る
。

具
体
的
に
は
教
育
改
革
推
進
特

別
経
費
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
変
更

し
、
私
立
高
校
等
で
の
伝
統
文
化

へ
の
取
り
組
み
や
環
境
教
育
、
食

育
、
体
験
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

な
ど
の
推
進
を
図
る
。
同
経
費
の

予
算
要
求
額
は
前
年
度
比
一
八
・

九
％
増
の
七
十
億
五
千
五
百
万
円

に
上
る
。

一
方
、
施
設
・
設
備
関
係
の
補

助
金
で
は
、
近
年
、
大
規
模
地
震

が
日
本
各
地
で
頻
発
し
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
学
校
施
設
耐
震
改
修

事
業
の
拡
充
と
、
低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
施
設
整
備
を
支
援

す
る
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業

の
創
設
が
特
徴
。

こ
の
う
ち
「
私
立
高
等
学
校
等

施
設
整
備
費
補
助
」
は
、
前
年
度

の
二
倍
強
の
四
十
四
億
八
千
九
百

万
円
の
要
求
。

こ
の
事
業
は
私
立
の
高
校
、
中

等
教
育
学
校
、
中
学
校
、小
学
校
、

特
別
支
援
学
校
を
対
象
と
し
た
も

の
で
、
同
補
助
の
大
半
を
占
め
る

学
校
施
設
耐
震
改
修
事
業
の
予
算

要
求
額
は
前
年
度
比
二
十
三
億
百

万
円
増
の
三
十
七
億
八
千
万
円
。

こ
れ
は
耐
震
診
断
を
含
め
、
学
校

法
人
の
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る

補
助
で
、
補
助
率
は
三
分
の
一
以

内
。
Ｉ
ｓ
値
（
耐
震
指
標
）
が
、

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
、
崩
壊
す
る

危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
Ｉ
ｓ
値

〇
・
三
未
満
の
施
設
に
つ
い
て
は

補
助
率
を
二
分
の
一
以
内
に
引
き

上
げ
る
。
ま
た
同
補
助
で
、
こ
れ

ま
で
の
私
立
学
校
エ
コ
ス
ク
ー
ル

整
備
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
見
直
し

て
、
新
た
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推

進
事
業
と
す
る
。

こ
の
事
業
は
太
陽
光
発
電
や
校

舎
内
外
の
緑
化
、
雨
水
・
排
水
の

再
利
用
な
ど
低
炭
素
社
会
実
現
に

向
け
た
環
境
に
配
慮
し
た
校
舎
施

設
の
改
造
工
事
へ
の
補
助
で
、
予

算
額
は
前
年
度
比
一
億
一
千
万
円

増
の
二
億
円
。

同
補
助
に
は
こ
の
ほ
か
防
犯
対

策
や
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
な
ど
を
目

的
と
し
た
防
災
機
能
強
化
施
設
整

備
費
補
助
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

等
を
目
的
と
し
た
高
機
能
化
整
備

費
補
助
が
あ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
Ｉ
Ｔ
教
育
設

備
の
購
入
費
の
一
部
を
国
が
補
助

す
る
「
私
立
高
等
学
校
等
Ｉ
Ｔ
教

育
設
備
整
備
推
進
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
予
算
額
と
同
額
の

十
億
円
の
要
求
。
補
助
対
象
や
対

象
事
業
の
条
件
等
に
変
更
は
な

い
。

文文
部部
科科
学学
省省
のの
平平
成成
２２１１
年年
度度
私私
立立
学学
校校
関関
係係
概概
算算
要要
求求
概概
要要

私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助
平成２１年度要求額 １０６，８５０，０００千円

（平成２０年度予算額 １０３，８５０，０００千円）［内訳］

生徒等１人あたり単価（円）

平成２０年度
予算

５２，３２５

５２，３２５（後）
４５，７２６（前）

４５，７２６

４４，０７２

２２，４０８

�
�
�

６７，３１４

�
�
�
�
�
�
�

※高等学校には広域以外の通信制課程を含む。また、単価については全日制・定時制の単価である。

平成２１年度
要求

５３，３２２

５３，３２２（後）
４６，５８４（前）

４６，５８４

４４，９０６

２２，８４２

�
�
�

６７，９８７

�
�
�
�
�
�
�

金額（百万円）

差引増減額

５５９

９４

４０２

１５７

２０４

１，４１６

５９４

１，１２０

▲２０

３９

１，７３３

３，１４９

▲２０１

５２

▲１４９

３，０００

平成２０年度
予算額

５０，７９８

２８０

１１，１９０

３，２２１

２６，１０７

９１，５９６

２，７０６

５，９３５

２８０

６３８

９，５５９

１０１，１５５

２０１

２，４９４

２，６９５

１０３，８５０

平成２１年度
要求額

５１，３５７

３７４

１１，５９２

３，３７８

２６，３１１

９３，０１２

３，３００

７，０５５

２６０

６７７

１１，２９２

１０４，３０４

０

２，５４６

２，５４６

１０６，８５０

区分

高 等 学 校 （ ※ ）

中 等 教 育 学 校
（前：前期課程、後：後期課程）

中 学 校

小 学 校

幼 稚 園

小 計

幼稚園特別支援教育経費

教育改革推進特別経費

過疎高等学校特別経費

授業料減免事業等支援特別経費

小 計

計

教育改革推進 モ デ ル 事 業

特 定 教 育 方 法 支 援 事 業

計

合 計

一
般
補
助

特
別
補
助

経
常
費

助
成
は

１
０
６
８
億
５
千
万
円
の
要
求

（４）平成２０年１０月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１１９２号



老
朽
校
舎
の
建
て
替
え
整
備
事

業
に
つ
い
て
利
子
助
成
を
行
う

「
私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事

業
費
補
助
」
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
七
・
〇
％
、
八
千
二
百
万
円

増
の
十
二
億
五
千
九
百
万
円
の
要

求
。
特
に
地
震
防
災
対
策
特
別
措

置
法
が
今
年
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
平
成
二
十
一
、
二
十
二
年

度
の
利
子
助
成
率
の
上
限
を
、
大

学
等
、
高
校
等
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
今
年
度
よ
り
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト

引
き
上
げ
二
・
一
％
、
一
・
六
％

と
す
る
。

ま
た
平
成
八
年
度
以
前
に
実
施

さ
れ
た
学
校
施
設
の
整
備
事
業
の

う
ち
、
借
り
入
れ
利
率
が
四
％
以

上
で
、
か
つ
当
該
施
設
を
活
用
し

た
新
た
な
教
育
方
法
の
改
善
、
研

究
の
高
度
化
の
た
め
の
計
画
の
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

一
年
度
分
の
返
済
に
対
す
る
利
子

助
成
を
行
う
。
利
子
助
成
率
は
、

貸
付
利
率
か
ら
四
％
相
当
の
利
子

の
一
部
を
引
い
た
利
率
。

「
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
貸
付
事
業
」
の
規
模
は
前

年
度
と
同
額
の
六
百
億
円
。

私
学
助
成
関
係
以
外
の
概
算
要

求
で
は
、
教
員
免
許
更
新
制
の
来

年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
合
わ
せ

て
、
文
部
科
学
省
は
円
滑
な
実
施

に
必
要
な
予
算
と
し
て
現
在
約
四

十
六
億
八
千
三
百
万
円
を
財
務
省

に
概
算
要
求
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
「
免
許
状
更
新
講
習

開
設
事
業
費
等
補
助
」
が
四
十
六

億
五
千
八
百
万
円
を
占
め
る
。
こ

れ
は
更
新
講
習
の
主
要
な
開
設
者

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
大
学
等

に
開
設
費
用
に
つ
い
て
補
助
す
る

も
の
。

個
別
の
大
学
等
で
は
更
新
講
習

へ
の
参
加
見
込
み
が
立
ち
に
く
い

た
め
大
学
に
よ
っ
て
は
更
新
講
習

開
設
に
消
極
的
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。
そ
の
た
め
同
省
で
は
、
大
学

等
へ
の
財
政
支
援
を
通
し
て
更
新

講
習
の
量
的
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
山
間
地
・
離
島
な
ど
へ
き
地

で
の
受
講
機
会
や
特
別
支
援
教
育

を
始
め
と
し
た
対
象
人
数
が
少
数

の
教
科
科
目
に
も
対
応
し
た
更
新

講
習
を
確
保
す
る
意
向
。

個
別
の
開
設
者
に
ど
の
程
度
の

補
助
が
出
る
の
か
は
講
座
の
開
設

数
や
開
催
地
等
に
よ
っ
て
変
動
す

る
が
、
受
講
者
数
に
三
万
円
を
か

け
た
金
額
が
基
本
線
。

文
部
科
学
省
は
八
月
末
ま
で
に

財
務
省
に
来
年
度
税
制
改
正
要
望

を
提
出
し
た
。
そ
の
中
で
私
学
に

関
係
の
深
い
要
望
は
次
の
四
点
。

い
ず
れ
も
新
規
事
項
。
①
個
人
の

寄
付
税
制
で
、
所
得
控
除
さ
れ
る

寄
附
金
額
の
上
限
を
現
行
の
所
得

の
四
〇
％
か
ら
五
〇
％
ま
で
に
引

き
上
げ
る
（
所
得
税
）。
相
続
財

産
を
大
学
等
に
寄
附
し
た
場
合
、

寄
附
者
に
優
遇
税
制
の
効
果
を
集

中
さ
せ
る
制
度
に
改
め
、
寄
附
金

の
全
額
を
税
額
控
除
す
る
な
ど
相

続
財
産
の
寄
附
が
活
発
化
し
、
民

間
資
金
を
活
用
し
た
教
育
等
の
振

興
が
図
ら
れ
る
税
制
と
す
る
（
相

続
税
）。

②
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

に
、
現
行
の
私
立
学
校
教
職
員
共

済
年
金
の
職
域
部
分
（
い
わ
ゆ
る

三
階
部
分
）
を
廃
止
し
て
新
た
に

設
け
る
予
定
の
年
金
の
給
付
制
度

に
つ
い
て
、
現
行
と
同
様
の
税
制

上
の
措
置
を
講
じ
る
（
所
得
税
、

法
人
税
等
）。

③
家
庭
の
教
育
費
負
担
軽
減
の

た
め
、
現
行
の
特
定
扶
養
控
除
制

度
に
つ
い
て
新
た
な
上
乗
せ
措
置

を
講
じ
る
。

上
乗
せ
控
除
額
は
、
所
得
税
で

六
万
円
、
住
民
税
で
三
万
円
。
ま

た
税
制
の
抜
本
改
革
時
に
「
教
育

費
控
除
制
度
」
を
創
設
す
る
な
ど

現
行
制
度
よ
り
家
庭
の
教
育
費
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
税
制
と
す
る

（
所
得
税
、
住
民
税
）。

④
現
行
の
公
益
法
人
か
ら
一
般

社
団
・
財
団
法
人
に
移
行
す
る
法

人
が
設
置
す
る
施
設
で
、
移
行
の

際
に
固
定
資
産
税
が
非
課
税
と
さ

れ
て
い
た
博
物
館
や
図
書
館
、
学

術
施
設
等
に
つ
い
て
、
平
成
二
十

五
年
度
分
ま
で
非
課
税
措
置
が
継

続
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
降
も
引
き

続
き
非
課
税
と
す
る
（
固
定
資
産

税
等
）。

老
朽
校
舎
建
て
替
え

事
業
へ
の

融
資
で

利
子
助
成
率
の
上
限
引
き
上
げ

文文
科科
省省
がが
平平
成成
２２１１
年年
度度
税税
制制
改改
正正
要要
望望

寄附税制で

所
得
控
除
の
上
限

５０
％
に
引
き
上
げ

私立高等学校等の施設整備費に対する補助
平成２１年度要求額 ４，４８９，０２５千円

（平成２０年度予算額 ２，０７８，０００千円）［内訳］
学校施設耐震
改修事業

（１，４７９百万円）
３，７８０百万円

施設の耐震化のため
に行う耐震改修工事
等（耐震診断を含
む）に対する補助

上限２億円
下限４００万円

私立の高等学校、中等教育学校、中学校、小学校及び特別支援学校
１／３以内
（Is 値０．３未満の施
設の耐震補強につい
ては１／２以内）

エコキャンパス
推進事業
（９０百万円）
２００百万円

太陽光発電、校舎内
外の緑化、雨水・排
水の再利用など環境
に配慮した校舎施設
の改造工事に対する
補助

上限２億円
下限１，０００万円

１／３以内

防災機能強化施設
整備費補助
（３１９百万円）
３１９百万円

施設の安全機能の強
化（防犯対策、アス
ベスト対策）のため
に行う安全機能強化
に資する工事等に対
する補助

上限２億円
下限４００万円

高機能化整備費補助

（１９０百万円）
１９０百万円

情報教室や校内ＬＡ
Ｎの整備、施設のバ
リアフリー化、カウ
ンセリングルームの
整備、空調設備の整
備など教育内容・方
法の改善を目的とし
た校舎施設の改造工
事などに対する補助
上限２億円
下限１，０００万円

区 分

（前年度予算額）
要求額

補助対象
事業

補助対象
事業費
補助対象校

補助率
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文
部
科
学
省
の
「
学
校
の
組
織

運
営
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
教
職

調
整
額
の
見
直
し
等
に
関
す
る
検

討
会
議
」
は
、
九
月
八
日
、「
審
議

の
ま
と
め
」
を
公
表
し
た
。
中
教

審
答
申
を
受
け
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
相
応
し
い
公
立
学
校
の
あ
り

方
や
教
員
の
職
務
の
在
り
方
、
教

員
の
勤
務
時
間
管
理
、
時
間
外
勤

務
、
処
遇
の
在
り
方
、
教
職
調
整

額
制
度
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し

て
い
た
も
の
。
こ
の
う
ち
教
員
の

勤
務
時
間
管
理
に
関
し
て
は
、
管

理
職
に
よ
る
適
切
な
実
態
把
握
と

と
も
に
、
学
校
業
務
の
効
率
化
や

学
校
事
務
の
共
同
実
施
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
や
事
務
機
器
の
整
備
、
生

徒
指
導
・
給
食
指
導
・
学
校
徴
収

金
な
ど
に
係
る
専
門
的
・
支
援
的

な
職
員
配
置
な
ど
に
よ
り
、
教
員

が
担
う
授
業
以
外
の
業
務
を
縮
減

す
る
な
ど
教
員
の
時
間
外
勤
務
が

抑
制
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
こ
と
、
部
活
動
指
導
の
見
直
し

を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
提
言
し
て

い
る
。
ま
た
教
職
調
整
額
に
関
し

て
は
、
各
教
員
の
残
業
時
間
の
長

短
や
学
校
運
営
上
必
要
な
業
務
に

従
事
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
に
給
与
の
四
％
の
額
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
を
改
め
、
適
切
に
教

員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
に
応
じ

て
処
遇
で
き
る
よ
う
な
給
与
制
度

に
見
直
す
よ
う
求
め
て
い
る
。
更

に
持
ち
帰
り
業
務
の
取
り
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
学
校
教
育

の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
だ
け
に
、

具
体
策
よ
り
は
方
向
性
に
重
点
が

置
か
れ
た
内
容
で
、
改
革
の
基
礎

に
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
学
校

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
中

教
審
で
の
幅
広
い
議
論
が
必
要
と

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
提
言
を
受
け
、
初
等

中
等
教
育
分
科
会
が
十
月
十
五
日

に
開
か
れ
、
金
森
越
哉
・
初
等
中

等
教
育
局
長
か
ら
、
①
今
後
の
学

校
の
在
り
方
②
教
職
員
の
職
務
の

在
り
方
③
教
員
の
勤
務
時
間
管
理

④
勤
務
時
間
の
弾
力
化
⑤
教
職
調

整
額
の
見
直
し
の
五
点
に
つ
い
て

の
専
門
的
な
調
査
・
検
討
が
要
請

さ
れ
た
。
同
分
科
会
で
は
新
た
に

作
業
部
会
を
設
置
し
、
教
職
調
整

額
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
こ

と
に
し
た
。
ま
た
委
員
か
ら
は
、

「
教
員
の
負
担
を
軽
減
し
、
勤
務

実
態
に
見
合
っ
た
給
与
を
支
給
す

べ
き
」「
教
職
調
整
額
を
一
律
に
増

や
せ
る
よ
う
な
財
政
状
況
に
な
い

中
で
、
先
生
に
勤
務
実
態
と
頑
張

り
に
見
合
っ
た
給
与
制
度
を
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
今
後
、
作
業
部
会
で

は
、教
職
員
の
適
切
な
役
割
分
担
、

専
門
的
・
支
援
的
職
員
の
配
置
、

外
部
人
材
の
活
用
、
学
校
業
務
の

効
率
化
・
Ｉ
Ｔ
Ｃ
化
な
ど
を
、教
員

の
勤
務
時
間
管
理
に
関
し
て
は
、

勤
務
時
間
管
理
の
方
法
、
残
業
時

間
を
縮
減
す
る
た
め
の
方
策
、
勤

務
時
間
の
弾
力
化
に
関
し
て
は
長

期
休
業
中
の
業
務
の
在
り
方
な
ど

を
、教
職
調
整
額
の
見
直
し
で
は
、

教
職
調
整
額
制
度
創
設
時
と
現
在

を
比
べ
て
教
員
の
働
き
方
の
変
化

な
ど
が
検
討
さ
れ
る
見
通
し
。

平
成
二
十
年
度
静
岡
県
私
学
振

興
大
会
が
十
月
十
五
日
、
静
岡
市

・
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
に

私
立
学
校
の
教
職
員
や
保
護
者
ら

約
一
千
人
を
集
め
開
催
さ
れ
た
。

大
会
を
主
催
し
た
の
は
、
静
岡
県

私
学
協
会
な
ど
五
団
体
。

こ
の
中
で
勝
間
田
芳
壽
・
私
学

協
会
副
会
長
は
、「
私
学
は
質
の

向
上
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
。こ
れ
に
対
し
て

川
口
正
俊
副
知
事
は
、「
県
と
し
て

は
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
私
学
振
興
の

施
策
に
努
め
て
い
く
」と
語
っ
た
。

天
野
一
・
県
議
会
議
長
も
、「
私

学
振
興
こ
そ
、
日
本
の
将
来
を
決

め
る
う
え
で
重
要
」と
力
説
し
た
。

大
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
保

護
者
が
学
校
を
自
由
に
選
択
で
き

る
よ
う
、
保
護
者
負
担
の
公
私
間

校
間
学
費
格
差
を
是
正
し
、
経
常

費
な
ど
へ
の
助
成
を
充
実
す
る
、

③
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
耐
震

化
が
実
現
で
き
る
よ
う
教
育
施
設

整
備
費
助
成
の
拡
充
を
図
る
な
ど

四
点
の
実
現
を
県
に
求
め
て
い
く

こ
と
を
決
議
し
た
。

香
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保

護
者
会
（
渡
邊
洋
一
会
長
）
は
十

月
十
一
日
、
高
松
市
・
サ
ン
ポ
ー

ト
ホ
ー
ル
高
松
で
「
第
三
回
香
川

県
私
学
振
興
大
会
」
を
開
催
し

た
。
会
場
に
は
約
三
百
五
十
人
の

保
護
者
ら
が
詰
め
掛
け
た
。

真
部
卓
一
・
香
川
県
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会
長
は
、
開
会
の

こ
と
ば
の
中
で
「
教
育
費
の
公
私

間
格
差
が
最
大
の
問
題
だ
」
と
指

摘
。
ま
た
渡
邊
会
長
は
「
大
切
な

こ
と
は
、
親
は
子
供
の
夢
の
実
現

に
手
助
け
し
て
あ
げ
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
も
充
実
し
た
教
育
が
必

要
だ
。
し
か
し
、
本
県
で
は
公
費

支
出
の
公
私
間
格
差
は
約
四
倍
と

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
私
立
高

校
の
経
常
費
補
助
単
価
の
更
な
る

充
実
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
高
木
孝
征
・
香
川
県
副
知
事

は
、「
県
と
し
て
も
特
色
あ
る
私

学
づ
く
り
を
支
援
し
、
私
学
振
興

に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

た
。
大
会
で
は
公
私
間
の
格
差
の

早
急
な
解
消
に
む
け
た
当
局
の
適

正
な
財
政
措
置
な
ど
四
点
の
早
期

実
現
を
決
議
し
た
。

審
議
の

ま
と
め

教
職
調
整
額
見
直
し
中
教
審
で

審
議
へ

教教
職職
調調
整整
額額
のの
見見
直直
しし
等等
にに
関関
すす
るる
検検
討討
会会
議議

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

静岡県

県
や
県
議
会
に
経
常
費

助
成
の
充
実
な
ど
要
請

香川県

教
育
費
の
公
私
間
格
差

早
急
な
解
消
等
を
要
望
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ア
フ
ラ
ッ
ク
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社
）
が
ア

フ
ラ
ッ
ク
全
国
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
会

（
同
社
代
理
店
会
）
と
共
同
で
設

立
し
た
「
公
益
信
託
ア
フ
ラ
ッ
ク

が
ん
遺
児
奨
学
基
金
」（
受
託
者

株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
）
は
、
平

成
二
十
一
年
度
（
二
〇
〇
九
年

度
）
奨
学
生
を
公
募
し
て
い
る
。

こ
の
公
益
信
託
は
主
た
る
生
計
維

持
者
を
が
ん
で
亡
く
し
、
経
済
的

理
由
か
ら
就
学
の
機
会
が
狭
め
ら

て
い
る
高
校
生
等
を
対
象
に
奨
学

金
を
給
付
し
、
社
会
に
有
用
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
事
業
資
金
は
、
同
社
と

全
国
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
会
が
共
同
で

出
捐
し
た
信
託
財
産
か
ら
生
ず
る

収
益
金
な
ら
び
に
毎
年
の
追
加
信

託
お
よ
び
寄
付
金
に
よ
っ
て
運
営

し
て
い
る
。
同
奨
学
基
金
の
奨
学

生
募
集
概
要
は
次
の
通
り
。

▽
給
付
対
象

が
ん
で
主
た
る
生
計
維
持
者
を

失
っ
た
高
校
生
、
特
別
支
援
学
校

の
高
等
部
の
生
徒
、
お
よ
び
専
修

学
校
の
高
等
課
程
（
一
部
対
象

外
）
の
生
徒
で
平
成
二
十
一
年
四

月
に
在
学
中
の
者
、
も
し
く
は
入

学
希
望
者
。

▽
募
集
人
員

一
二
〇
名

（
一
年
生

六
〇
名
、
二
年
生

三
〇
名
、
三
年
生

三
〇
名
）

▽
奨
学
金
額

月
額
二
万
五
千
円
（
返
還
不
要
）

▽
給
付
期
間

正
規
の
最
短
修
業
期
間
内

▽
給
付
方
法

毎
年
四
期
に
分
け
て
給
付

▽
応
募
手
続
き
（
必
要
書
類
）

〔
応
募
時
〕

・
願
書

・
現
在
の
主
た
る
生
計
維
持
者
の

所
得
証
明
書
ま
た
は
非
課
税
証

明
書

・
在
学
学
校
長
の
推
薦
者
（
新
入

生
は
中
学
校
長
の
推
薦
書
）

・
直
近
の
学
業
成
績
通
知
票
の
写

〔
内
定
時
〕

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
ま
た

は
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書

・
主
た
る
生
計
維
持
者
だ
っ
た
方

の
死
亡
診
断
書
ま
た
は
死
亡
届

書
の
記
載
事
項
証
明
書

・
在
学
証
明
書

▽
申
込
期
限

平
成
二
十
一
年
二
月
末
日
必
着

▽
奨
学
生
の
内
定

公
益
信
託
ア
フ
ラ
ッ
ク
が
ん
遺
児

奨
学
基
金
の
運
営
委
員
会
で
選
考

の
う
え
、
受
託
者
が
本
人
に
通
知

し
ま
す
。

▽
申
込
先
（
問
い
合
わ
せ
先
）

〒
一
〇
〇
�
八
一
〇
六

東
京
都

千
代
田
区
大
手
町
一
�
一
�
二

り
そ
な
銀
行

信
託
サ
ポ
ー
ト
オ

フ
ィ
ス
公
益
信
託
担
当


〇
三

（
五
二
二
三
）
一
一
七
一

平
成
二
十
年
度
千
葉
県
私
学
振

興
大
会
が
十
月
十
八
日
、
千
葉
市

の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で
開

か
れ
た
。
県
内
私
立
小
・
中
・
高

校
の
保
護
者
ら
一
千
七
百
人
が
詰

め
掛
け
た
。
社
団
法
人
千
葉
県
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会
な
ど
三
団

体
が
開
催
し
た
も
の
で
、
堂
本
暁

子
知
事
、
浜
田
穂
積
県
議
会
議
長

の
ほ
か
、
超
党
派
の
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
ら
約
五
十
人
が
出
席

し
た
。
こ
の
な
か
で
大
羽
克
弘
・

県
私
中
高
協
会
長
は
、
高
校
で
は

私
学
が
県
公
教
育
の
三
割
を
担

い
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
公
費
支
出
は
公

立
高
校
の
二
九
・
三
％
に
と
ど
ま

り
、
そ
れ
ゆ
え
高
校
学
納
金
の
公

私
間
格
差
は
五
・
五
倍
に
達
し
て

い
る
な
ど
と
訴
え
、
私
学
助
成
の

全
国
平
均
額
へ
の
引
き
上
げ
な
ど

を
県
に
要
請
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
堂
本
知
事
は
、
県
財
政
は
厳
し

い
状
況
と
し
な
が
ら
も
、「
あ
ら

ゆ
る
形
で
の
私
学
振
興
に
向
け
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

決
議
案
の
採
択
も
行
わ
れ
、
そ
の

場
で
知
事
に
手
渡
さ
れ
た
。

岡
山
県
私
学
協
会
（
佐
藤
元
信

会
長
）
と
岡
山
県
私
立
中
学
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
（
網
島
勝

会
長
）
は
八
月
三
十
日
、
岡
山
市

・
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

「
岡
山
県
私
学
振
興
大
会
」
を
開

催
し
た
。
会
場
に
は
県
内
か
ら
約

一
千
人
の
中
学
・
高
校
等
の
保
護

者
ら
が
参
加
し
た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
佐
藤
会
長

は
、
私
立
学
校
は
規
模
を
縮
小
し

な
が
ら
も
、
私
学
な
ら
で
は
の
特

色
を
打
ち
出
し
て
き
た
と
現
状
を

報
告
。
そ
の
上
で
同
県
の
『
教
育

と
人
づ
く
り
岡
山
』
推
進
に
は
、

私
学
の
振
興
な
し
に
は
あ
り
得
な

い
、
と
訴
え
た
。

大
会
で
は
、「
私
学
に
学
ぶ
児

童
生
徒
の
保
護
者
負
担
の
軽
減

と
、
私
学
経
営
の
一
層
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、『
私
学
助
成
の
拡

充
』
及
び
『
教
育
費
に
お
け
る
公

費
支
出
の
公
私
間
格
差
の
是
正
』

の
要
望
」
な
ど
三
点
を
柱
と
す
る

決
議
を
採
択
し
た
。

当
日
は
、
同
ホ
ー
ル
で
「
私
学

フ
ェ
ス
タ
お
か
や
ま
」
も
同
時
開

催
さ
れ
た
。

編
集
後
記

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
循
環
型

社
会
の
構
築
が
前
提
で
あ
る
。
天

然
資
源
の
消
費
や
環
境
へ
の
負
荷

を
抑
制
す
る
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
し
、
過
剰
な
冷
暖
房
使

用
を
控
え
る
等
、
快
適
で
便
利
な

だ
け
の
生
活
に
別
れ
を
告
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
誠
に
難
し
い
。
一
度
楽

を
し
て
し
ま
う
と
、
人
間
は
な
か

な
か
そ
れ
を
手
放
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
ら
だ
。

し
か
し
、
メ
タ
ボ
と
い
う
概
念

に
よ
り
、
各
人
が
己
の
健
康
の
た

め
に
、
節
制
し
運
動
す
る
こ
と
を

厭
わ
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
社
会
あ
る
い
は
環
境

の
メ
タ
ボ
を
改
善
す
る
の
も
同
様

だ
ろ
う
と
考
え
て
は
ど
う
か
。

千葉県

全
国
平
均
額
へ
の
引
き

上
げ
を
知
事
ら
に
要
請

岡山県

一
千
人
が
参
加
し
私
学

助
成
の
拡
充
な
ど
決
議

ア

フ

ラ
ッ
ク

が
ん
遺
児
奨
学

基
金
が
奨
学
生
募
集
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今
年
で
五
十
六
回
目
と
な
る
全

国
私
学
教
育
研
究
集
会
北
海
道
大

会
が
十
月
九
・
十
の
両
日
、
札
幌

市
の
札
幌
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
を
会

場
に
開
か
れ
た
。
財
団
法
人
私
学

研
修
福
祉
会
の
主
催
、
北
海
道
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会
の
実
施
。

北
海
道
、
札
幌
市
、
日
本
私
立
中

学
高
等
学
校
連
合
会
が
後
援
、
財

団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
が

協
力
し
た
。
今
年
の
研
究
目
標
は

「
時
代
を
見
す
え
、
未
来
を
拓
く

私
学
教
育
」。
初
日
、
午
後
一
時

半
か
ら
始
ま
っ
た
全
体
集
会
の
開

会
式
で
は
日
私
教
研
の
吉
田
晋
理

事
長
が
主
催
者
と
し
て
挨
拶
、
中

高
一
貫
教
育
や
先
取
り

教
育
な
ど
私
学
の
先
進

的
な
取
り
組
み
が
今
の

我
が
国
の
中
等
教
育
を

支
え
る
基
に
な
っ
た
こ

と
、
国
に
は
そ
う
し
た

こ
と
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
て
も
ら
え
る
よ

う
改
め
て
訴
え
て
い
き

た
い
、
と
語
る
と
と
も

に
、
社
会
性
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
、
人
と
な
り

の
教
育
が
で
き
る
の
は

私
学
、
一
人
ひ
と
り
が

頑
張
っ
て
資
質
向
上
を
図
っ
て
い

こ
う
と
参
加
し
た
教
員
ら
に
呼
び

か
け
た
。
ま
た
北
海
道
私
立
中
高

協
会
の
森
本
正
夫
会
長
が
歓
迎
の

挨
拶
を
行
っ
た
。

開
会
前
に
は
北
星
学
園
女
子
高

校
音
楽
科
の
生
徒
に
よ
る
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
開
会

式
後
に
は
記
念
行
事
と
し
て
札
幌

創
成
高
校
太
鼓
部
に
よ
る
勇
壮
な

和
太
鼓
演
奏
が
、
続
い
て
札
幌
大

谷
高
校
音
楽
科
の
二
人
の
生
徒
に

よ
る
重
唱
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
様
々
な
苦
難
の
末
に
日
本
一

の
動
物
園
と
な
っ
た
旭
川
市
旭
山

動
物
園
の
小
菅
正
夫
園
長
に
よ
る

記
念
講
演
「
旭
山
動
物
園
の
挑
戦

�
夢
を
実
現
し
た
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
�
」
が
行
わ
れ
た
。

二
日
目
は
私
学
経
営
や
進
路
指

導
な
ど
六
つ
の
部
会
で
研
究
協
議

が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
う
ち
「
教

育
改
革
と
私
学
経
営
の
課
題
」
を

研
究
目
標
に
掲
げ
た
私
学
経
営
部

会
で
は
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
の
西
井
泰
彦
・
私
学

経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
長
が
「
私
立

高
校
の
環
境
と
経
営
革
新
の
課

題
」
と
題
し
、
ま
た
政
府
の
審
議

会
委
員
を
数
多
く
務
め
る
田
村
哲

夫
・
渋
谷
教
育
学
園
理
事
長
が

「
教
育
改
革
の
方
向
性
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
し
た
。
さ
ら
に
地
元

の
、
外
山
茂
樹
・
函
館
大
妻
高
校

長
（
函
館
市
）
が
「
公
私
協
議
と

函
館
の
私
学
」
と
題
し
、
七
五
三

木
正
巳
・
武
修
館
高
校
長
（
釧
路

市
）
が
、「
地
域
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
私
学
を
め
ざ
し
て
」
と
題

し
て
実
践
報
告
し
た
。
こ
の
う
ち

外
山
校
長
は
公
立
学
校
志
向
の
強

い
北
海
道
の
中
で
、
函
館
の
私
学

は
ク
ラ
ブ
活
動
、
特
色
あ
る
教
育

内
容
、
進
学
実
績
、
地
域
連
携
な

ど
で
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実

現
し
社
会
的
評
価
も
高
く
、
公
私

対
等
の
関
係
を
維
持
、
ま
た
私
立

学
校
が
強
く
団
結
し
て
い
る
と
同

時
に
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
い

る
こ
と
、
地
域
の
町
づ
く
り
を
考

え
た
人
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
市
か
ら
も
財

政
支
援
を
得
て
い
る
こ
と
な
ど
を

報
告
し
た
。

ま
た
七
五
三
木
校
長
は
、
入
り

た
い
生
徒
は
す
べ
て
入
学
を
認
め

る
な
ど
し
た
た
め
、
教
員
の
目
が

届
か
ず
、
多
い
年
で
年
間
数
十
人

も
の
中
途
退
学
者
が
で
て
い
た

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
学
校
改
革
に
着
手
、
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で

き
る
人
間
の
育
成
を
目
指
し
た
こ

と
、
生
徒
の
公
立
学
校
受
験
失
敗

の
心
の
痛
手
を
ケ
ア
、
予
防
的
開

発
的
生
徒
指
導
を
心
が
け
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
今
年
は
退
学
者
ゼ
ロ

を
目
下
実
現
し
て
い
る
な
ど
、
生

徒
が
学
校
生
活
を
楽
し
み
に
す
る

学
校
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
の
「
第
五
十

七
回
全
国
私
学
教
育
研
究
集
会
山

陰
大
会
」
は
平
成
二
十
一
年
十
月

二
十
二
・
二
十
三
日
の
両
日
、
島

根
県
松
江
市
の
島
根
県
民
会
館
と

鳥
取
県
米
子
市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
等
を
会
場
に
開

か
れ
る
。「
こ
れ
か
ら
の
人
材
育

成
を
め
ざ
し
て
�
�
悠
久
の
地
か

ら
私
学
教
育
の
未
来
を
考
え
る
」

が
研
究
目
標
。
初
日
の
全
体
会（
松

江
会
場
）
で
は
開
会
式
、
私
学
教

育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
と

題
し
た
報
告
、
養
老
孟
司
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
記
念
講
演

等
が
行
わ
れ
る
予
定
。
保
護
者
を

含
め
約
八
百
人
が
参
加
す
る
予

定
。

二
日
目
は
七
部
会
で
の
研
究
協

議
。
私
立
中
学
高
校
の
教
職
員
約

七
百
人
が
参
加
す
る
予
定
。

①
学
校
経
営
部
会
②
教
育
課
程

部
会
③
特
色
教
育
部
会
④
福
祉
教

育
部
会
は
松
江
会
場
で
の
開
催
。

⑤
学
校
評
価
部
会
⑥
生
徒
指
導

部
会
は
米
子
会
場
と
な
る
。
ま
た

米
子
会
場
で
は
⑦
教
員
免
許
状
更

新
講
習
会
が
開
か
れ
る
。

２１
年
度
研
究
集
会
は
島
根
、鳥
取
で
開
催

全国研究集会

北海道大会終了

私
学
経
営
な
ど
６

部
会
で

研
究
協
議

高
校
生
の
和
太
鼓
演
奏
も
披
露

開会式で歓迎のあいさつをする森本会長

（８）平成２０年１０月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１１９２号


